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≪12月のお話朝会から≫ 

12月 6日（火）オンラインでお話朝会を実施した内容を掲載します。 

 

今月は『親しき仲にも礼儀あり』を考えてみたいと思います。『親しき仲にも礼儀あり』とは、「どん

なに仲が良くても、度が過ぎて（言葉を言いすぎたり、行動が行きすぎたりして）礼儀を失うことがあ

ってはいけない」という意味のことわざです。 

学校の中での「親しき仲間」とは、まずは同じクラスの友達や通学班でお世話になっている上の学年

や下の学年の友達になるでしょうか。 

1年生は、4月に入学してから８か月が過ぎました。6年生になると 5年間と８か月になります。保

育園や幼稚園を入れるともっと長い期間の人もいるかもしれません。 

八和田小学校は、クラス替えがないので同じ学級の友達の性格や行動も、長く一緒にいると色々なこ

とが見えてくると思います。しかし、長く一緒にいるからと言って、本当に友達のことが分かっている

のでしょうか。長く一緒にいる友達だから大丈夫、と思って、知らない間に友達の気持ちを傷つける言

葉や行動をとっていることはないでしょうか。友達は、家族ではありません。縁があって、同じ小学

校・同じ学級という小さな集まりの中で出会ったかけがえのない仲間です。 

自分とは違う特技や考え方など、それぞれ違いをもった大切な存在で

す。そう考えると、慣れてきたと実感できる時こそ、相手の気持ちを大

切にした言葉や行動がとれているか、友達に失礼なことはしていないか振

り返ることが大切になってきます。 

『親しき仲にも礼儀あり』には、「親しいことによって、遠慮がなくな

っていき、それが『トラブル』の元にもなるから気をつけよう。」という教訓の

意味もあります。 

2学期のまとめとして勉強も振り返ることが大切ですが、友達との関係ももう

一度振り返り、考えてください。 

 

 

 

≪「振り返ること」の大切さ≫ 

長かった２学期も残すところ約 1週間となりました。学校では、学期末のまとめの時期となります。子

供たちは、学校生活を通して、たくさんのことを学んだことと思います。そのことを「振り返ること」も

大切です。 

がんばったこと、もう少しだったことなどを自分なりに整理して考えてみることで分かってくることが

あります。なぜできたのか、なぜできなかったのか、また、何がよかったのか、どうすればよかったのか、 

次はこうしてみようと考えることができるので、次につながります。「振り返り」は、学習活動の中でもと

ても大切なことです。なぜなら、今日の学習で何を学び、何を理解し、何を考えたのかを自分の言葉にし

てまとめることで、学びが深まり、自分のものになるからです。 

学習活動だけでなく日常生活の中でも「振り返り」の時間を大切にしていくことができるように学校と

しても取り組んでいきます。そして、子供たちの成長を認め、褒め、励ますことができるよう努めてまい

ります。保護者・地域の皆様には、引き続き、ご支援・ご協力のほどよろしくお願い致します。 

 

 



≪５年生が脱穀作業を行いました≫ 
１２月１日（木）、５年生が脱穀作業を行いました。稲作でお世話になっている今村さんをはじめとし

たボランティアの方が、お忙しい中お手伝いに来てくださいました。刈り取った稲は機械を使って脱穀

しました。子供たちは、収獲した米を一粒も無駄にすることのないよう落穂拾いをする姿も見られまし

た。機械を使うと一瞬に脱穀ができ、袋詰めも終わりました。 

 今回の収穫ができたのも、地域の皆様が、苗を育てる、田んぼを作る、水・稲の管理、稲刈りを陰で

支えてくれたおかげです。八和田小学校はこうした地域の皆様が、子供たちにたくさんの経験を積ませ

てくださっています。本当にありがとうございました。 

 

≪人権週間を過ぎましたが≫ 

日本では、１９４９年から毎年「人権週間」を定め、１２月４日から１０日までを「人権週間」として

います。今年も国全体でその重要性を訴え、人権尊重思想の普及高揚そして啓発に努めています。しかし、

現状を見ると、いじめ、インターネット上での他人を誹謗中傷する事例、プライバシーを侵害したりする

ことが後を絶ちません。人権週間を過ぎてしまいましたが、「思いやりの心」や「かけがえのない命」につ

いて、皆でもう１度考えるきっかけとなればと思います。（期間に間に合いませんでしたが、大切なことな

ので掲載しました。） 

いじめについては、いじめている当事者にも問題がありますが、それを知りつつ周りで見ている傍観者

にも問題があるということを再認識してほしいと思います。いじめが、たとえ起きてしまったとしても、

「いじめはいけない」という心の数が多ければ多いほど、解決に向けての大きな力になると思います。 

学校をはじめ集団生活の中では、周囲との関係が、うまくいかないことや、こじれてしまう時もありま

す。そうした時に解決のためのコミュニケーション力を高めることや、日常から「よい働きかけ」をする

ことを大切にしてほしいと思います。また、困っている人や悩んでいる人に手を差し延べることができる

人であってほしいと思います。そして、みんなの力で「誰もが安心して過ごせる学校」、そして「社会」を

築いていきましょう。 

 
≪６年生が薬物乱用防止教室を行いました≫ 

１２月９日（金）、6年生が薬物乱用防止教室を行いました。講師は、埼玉県警非行防止指導班「あおぞ
ら」から 2名の方が来校し、講義していただきました。 

覚せい剤や大麻など、法律で禁止されている薬物の恐ろしさ、たばこやお酒など未成年での摂取の健康
被害などについて学習しました。 

 
≪個別面談のお礼と２学期通知表の所見について≫ 

１２月２日（金）から１２月９日（金）にかけて個別面談の間は、お忙しい中来校いただきありがとう

ございました。限られた時間ではありましたが、お子様の学校生活の様子や学習の様子について、お伝え
できたと思います。なお、２学期の所見欄については、個別面談で口頭にてお伝えしましたので、省略さ
せていただきます。また、道徳や外国語活動、総合的な学習の時間の記述についても省略させていただき、
3学期の通知表に記載させていただきます。改めて、ご理解くださいますようお願いします。 


